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感染症予防の基本は、手洗いとマスク

手洗いとマスクの着用は、新型コロナウイルス感染症、かぜやインフルエンザなど、 
すべての感染症予防に効果があります。
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手を洗うことは感染症予防の第一歩です。手の洗い方についてアメリカ疾病対策センター（CDC）が
推奨している方法をご紹介しますので、参考にしてください。 

手洗いについて

＊石けんで手が荒れる人は、石けんを使わなくてもかまいません。でも石けんを使わないときでも、
ハッピーバースデーを2回以上歌って、ていねいに手を洗ってください。 
＊手を洗えないときは、アルコール入りのウェットティッシュか、ジェルを使ってください。 
（アルコール消毒は濃度70％以上95%以下のエタノールを用いる）1） 
1）厚生労働省 新型コロナウイルスの消毒・除菌方法について 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/syoudoku_00001.html 



マスクについて

熱やせきなどの症状のある人はもちろん、症状のない人もマスクをつけましょう。
マスクは正しくつけないと、せっかくつけていても十分な効果が得られません。 
つけ方のポイントを知っておきましょう。

マスクの着け方 
①ワイヤーがついている方を上にして、ギャ
ザーを伸ばす。 
 不織布の部分ではなく、ゴムの部分を持つ
（手は清潔に）。 

②マスクを顔にあてる。鼻や頬のカーブに合
わせ、すき間ができないようにワイ                 
ヤーを折り曲げる。 

③鼻やあごが出ないように、しっかりマスク
を伸ばす。 

④鼻のわき、左右の頬、あごの下のすき間を
チェック。きちんとフィットしてい        
るか確認。 

せきエチケット
万が一マスクをしていないときに、せきやくしゃみが出そうになったら、せきエチケットを
守りましょう。

①ハンカチやティッシュで口や鼻をおおう。 

②服の袖口で口や鼻をおおう。 

イラスト２ せきエチケット
厚生労働省ホームページ

イラスト１ 正しいマスクのつけ方
厚生労働省ホームページ


